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図11韓国における住居と台所空間の発展過程
この朝鮮時代の住居は、いずれの地域にあって　　内部にあっては在来の「オンドルバン」と椅子式
も、機能と動線に対しての考慮があまりなされて　　の「マルバン」が共存するかたちとなった。同時
ない。それは、この時代には、家父長の絶対的権　　に、寝室が普及し、台所空間の改良も進められ
力のもとでの家族制度がとられていたため、住居　　た。そして、ユ980年以後に増築・改築された住宅
にあっても、機能的・合理的な平面構成より、権　　にあっては、在来の構造がほとんどみられないほ
威を表わす構成が最も求められたからである。　　　どに、徹底した西欧化がなされるようになった。
以上にみてきた韓国における住居と台所空間の　　近代社会は、このように、西欧の社会をモデルと
発展過程を図にまとめると、図11のように要約さ　　してその歴史を刻み始めたため、西欧社会の生活
れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式がほとんど無批判のままに受容されるように
ところで、1876年のカンファ調約2°）を契機とし　　なった。歴史と風土の異なる西欧社会の生活様式
て、韓国にあっては、諸外国の物質文化や精神文　　の受容が韓国の人びとの生活と価値観にどのよう
化が自然のうちに流入するようになった。当然、　　な変化をもたらしていくかはほとんど検討されず
住居にあっても外来の新様式の摂取が始められた　　に、先進国の生活様式という理由だけから、それ
が、全体的には、それまでとたいして変わっては　　らがほぼ無条件に受容されたのである。このいわ
いない。韓日合弁2ユ似後も、日本住居の影響を受　　ゆる近代化過程のなかで、それまで伝承されてき
けてはいたものの、本質的には、あまり変化して　　た韓国に固有の文化は「古くて捨て去るべきも
いない。せいぜい、洋灰やガラスなどの、新しい　　の」として扱われ、いつのまにか、文化の伝統的
建築用材が使われるようになった程度である22）。　　脈絡と価値が失われてしまったのである。
　しかし、1945年以後、とりわけ1950年の韓国戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．韓国における住居と台所の概念争23似後、韓国の生活様式は急激に変化し始め
た。例えば、椅子式生活様式が在来の座式生活の　　5．1．住居の概念
なかに浸透し、椅子式と座式の二つの様式が同一　　　以上、韓国における住居と台所空間の歴史的変
の住居のなかで併用される傾向が現われた。ま　　容過程について、概観してきた。
た、住宅の外観が洋式または準洋式となり、その　　　時代とともに生活様式と社会が変化し、それに
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つれて、人びとの住居と台所空間の様相が変化し　　らない25）。
ていくことは、およそ、不可避なことである。し　　　人間は、そのような意味における生活の場とし
かしながら、変化は「発展」である場合もある　　て「家」「住居」をつくり、それを質的、量的に
が、ときとして、決して「発展」とはいえない場　　改善するための工夫を重ね続けてきた。しかし、
合もあることに、私たちは注意を払うべきであろ　　その工夫の表現と発展は、その国の自然的、人文
う。そして、民族が築き、継承してきた生活様式　　的条件によって異なっている。つまり、民族と社
と文化、総じて民族の伝統的生活文化を保存、伝　　会集団によって、「家」「住居」の形式と発展形
承、発展させることの大切さを、私たちはあらた　　態、その底流に流れる価値観は異なっている。
めて自覚すべきであろう。　　　　　　　　　　　　「家」「住居」の特質は当該の自然環境、生活様
果たして、韓国にあって、「住居」とは、そも　　式、社会制度の三つの側面から把握することがで
そもどんな意味をもつものなのであろう。　　　　　きるといわれるのは、このためである26＞。
「住居」と同じ意味をもつものとして、「家」　　　また、人類学によると、「文化」とは、言語、
の字がよく使われる。この「家」の字は、屋根を　　慣習、制度のように、社会の構成員によって共有
意味する「ん」と豚を意味する「家」で構i成され　　され、学習される「知識の体系」である。この観
ている。それゆえ、「家」には、「屋根の下の豚」　　点からすると、「家」「住居」は、一つの「文化」
というイメージがうかがえる。一説によると、こ　　をなしている。すなわち、「家」「住居」は、「文
の漢字は、古代の中国人が豚肉が好きだったこと　　化の産物」であり、「伝統」である。そして、「過
からつくられたといわれる。つまり、この「家」　　去から現在に至るまでに蓄積された行為の体系」
という漢字は、決して、「豚の家」そのものから　　を「伝統」とみなすことができるとすれば、生活
由来したのではない。中国と日本にあっては、　　文化における自己認識こそが、すなわち、「伝
「家」という漢字によって、あくまでも、「住ま　　統」の体得にほかならない271。
いとしての建物」ならびに「家族」という概念が　　　さらに、「家」「住居」は、集団が周囲の環境に
表現されている。　　　　　　　　　　　　　　　適応しながらその生存を確かなものにしていくた
一方、韓国における「家」は、中国の「家　　めにつくられたすぐれて人工的なもの（arti一
（JIA）」や日本における「家（IE）」と同じく、　　facts、　man－made　ot麺ects）にほかならない。その
「建物」「家族構成員」「生活居住地」「家族共同　　ゆえにこそ、「家」「住居」は自然環境に影響をも
生活」などの意味をもっているが、それ以外に　　たらすと同時に、日常生活の舞台として、人びと
も、「家族」の範囲を越え、「同族」「親戚」まで　　の生活様式にもさまざまな影響を及ぼす28）。
をも含む実に幅広い意味を内包している24）。すな　　　このような「家」「住居」の有する本質的概念
わち、韓国にあって、「家」は、「家族」「同族」　　や特質を考えると、韓国における近代の住居と台
「親戚」そのものとほぼ同義である。これまで多　　所空間のいわば無批判的な西欧化の潮流は、今日
くの人類学者たちが「同居同財の生活共同体」と　　の時点で、しっかりと再検討されねばならない。
呼んできたとまったく同じ意味において、韓国に
おける「家」の概念は「家族」「同族」「親戚」そ　　5．2、台所の概念
のものなのである。　　　　　　　　　　　　　　　いうまでもなく、食生活は、人類の発祥ととも
人間は、社会を形成し、社会活動を行なうなか　　に始まった基本的生活の一つである。そして、民
で、集団的な生活様式（way　of　life）を獲得する。　族の食生活は、その民族の自然的環境や歴史、文
このような生活様式から抽出される一つの概念と　　化に影響されながら、それぞれに独特な飲食物と
して「文化」という語を当てることができるとす　　飲食様式をつくりあげ、それが歴史を通して継承
るなら、「家」「住居」は、「文化」の具体的表現　　され、やがて、当該の民族に固有な伝統として形
そのものである。また、「家」「住居」は、「同居　　成され、定着される。食物を加工・調理する場と
同財の生活共同体」としての「家族」「同族」「親　　しての台所空間は、このような食生活と密接に関
戚」の基本的行為が展開される生活空間にほかな　　連した空間にほかならない。
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ところで、人類最初の住居としての竪穴住居に　　　ここにおいても、われわれは、西欧文明の台所
あっては、すでにみたように、「食」と「寝」と　　空間への無批判的な導入について熟考せねばなら
いう二つの基本機能が同一の空間内で行なわれて　　ない。
いた。それゆえ、新石器時代の竪穴住居内に築か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．おわりにれていた「櫨」は、いわば、「食」に対応する炊
事機能と「寝」に対応する暖房機能の二つを果た　　　本稿の目的は、冒頭にも記したように、韓国に
していた。韓国の台所空間の特徴をなすオンドル　　おける住居と台所空間の原初的形態とその特質を
構造の原型が、すでに、この竪穴住居のなかにみ　　探ることにある。具体的には、それぞれの時代に
られるといって過言ではない29）。　　　　　　　　おける住居と台所空間の様相を観察しながら、そ
現在、韓国語では、台所空間は「プオク」と呼　　の変遷を辿りつつ、そこに一貫して流れているい
ばれる。しかし、崔世珍が朝鮮中宗時代（1522　わば民族の本質性と固有性を抽出することにあ
年）に書いた『訓夢字会』によると、「厨」の漢　　る。
字に「ビオク」とその読みが記されているから、　　　およそ、住居と台所空間の歴史的発展過程は、
もともと台所は「ビオク」であり、「プオク」は　　人間が火を使い、食物加工と調理を行なう所作そ
あくまでも現代的な表記である。また、地方に　　のものと、住空間を地域特性に適合したかたちで
よっては台所空間のことが「ジォンジ（カン）」　　より快適に形成していくための工夫そのものにほ
あるいは「ジォンズ（カン）」と呼ばれ、漢字で　　かならない。ただし、上に記したように、韓国に
は「鼎只」「鼎厨」「鼎亀」などと表記されている　　あっては、「火を使って調理・炊飯すること」と
ことからすると、韓国における台所空間は、竃　　「より快適な住空間を形成すること」とが、すぐ
（ブツマク）と釜が設えられた炊事のための空間　　れて、一体化・連動化していた。先史時代の
を意味している。　　　　　　　　　　　　　　　「櫨」と歴史時代以降の「オンドル」とがその物
また、韓国においては、台所空間は、「女性の　　理的構造においては明らかに異なっているもの
空間」のいわば代名詞であったり、混乱期にあっ　　の、その意味的構造の点ではまったく異なってい
ては「あこがれの空間」の代名詞であったりもし　　ないところに、韓国における住居と台所空間との
た。こうして、台所空間は、韓国の歴史的変遷と　　一体化・連動化という特性がすぐれて象徴されて
ともに、その空間的意味も変化し続けてきた。　　　いる。そのことは、住居が一棟であるにしろ、複
いずれにしろ、住居をわれわれの身体にたとえ　　数の別棟の複合によって構成されているにしろ、
るなら、台所空間は、その身体全体に栄養分を提　　意味的構造においてはまったく異なっていない。
供する、いわば心臓の機能を果たしている。そし　　ここにこそ、韓国における住居と台所空間の成り
て、それぞれの地域で産出される食糧資源は心臓　　立ちの、本質性と固有性とがある。
としての台所空間において加工・調理され、そし　　　いうまでもなく、デザインは、人びとの生活に
て身体全体に提供され、悠久の歴史のなかで、　　対するさまざまな要求・願いを現実化していくた
「食」生活のみならず、「住」生活全般の慣習を　　めの、社会的、実践的な行為である。しかし、そ
築きあげてきた。いわば、心臓としての台所空間　　の要求・願いは、いずれの民族にあっても、その
を基点として形成された「食」の慣習は、民族の　　民族が歩んできた歴史的文脈、すなわち、民族が
生活文化全般の本質性、固有性を規定する大きな　　築き、継承してきた生活文化とその機構の文脈の
要因となってきたのである3°）。　　　　　　　　　　なかに、しっかりと位置づけられていなければな
このように考えると、韓国における台所空間の　　らない。
本質性と固有性は、そこが竃と釜が設えられた炊
事空間であり、しかも、それのみで完結するので　　注
はなく、オンドル構造によって住居空間の全般に　　1）サ貞玉：韓国伝統的厨房空間に関する研究、高麗
連動しているところにあることの意義を、あらた　　　大学校大学院（修士学位論文）、9、1981
めて再評価する必要があるであろう。　　　　　　　2）姜永換：家の社会史・雄振出版社・20・1992
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